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ク
リ
ー
ン
作
戦
で

遊
水
地
が
き
れ
い
に

４
月

日
に
渡
良
瀬
遊
水
地
で
、

１８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
１
０
０
名
以
上
の
参
加

に
よ
り
、
タ
イ
ヤ
や
エ
ン
ジ
ン
な

ど
の
粗
大
ご
み
を
含
む
多
く
の
ご

み
が
回
収
で
き
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
私
た
ち

の
憩
い
の
場
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水

地
の
自
然
を
大
切
に
保
全
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

ご
み
処
理
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
と
と
も
に
、
現
在
の
ご
み

処
理
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。
町
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
が
必
要
で
す
。

ご
み
を
減
ら
す
方
法
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

産
資
源
物
は
集
団
回
収
を
活
用
す

る
産
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
を
す

る
産
買
物
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
は

な
る
べ
く
利
用
し
な
い

産
商
品
の
過
剰
な
包
装
は
断
る

ま
た
、
事
業
所
に
お
い
て
も
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
調
査
の
状
況

町
環
境
委
員
に
よ
り

年
度
に

２０

実
施
し
た
ご
み
の
分
別
調
査
の
結

果
を
ま
と
め
る
と
主
に
次
の
よ
う

な
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

十
分
注
意
し
て
ご
み
を
出
し
ま
し

ょ
う
。

算
生
ご
み

・
紙
袋
に
氏
名
が
未
記
入
で
あ
る

・
水
切
り
が
悪
く
紙
袋
が
破
け
る

・
新
聞
紙
に
包
ま
ず
直
接
紙
袋
に

入
れ
て
あ
る

・
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
あ
る

・
生
ご
み
以
外
の
も
の
が
混
入
さ

れ
て
い
る

算
資
源
物

・
新
聞
紙
に「
野
木
町
所
有
」と
書

い
て
い
な
い

・
び
ん
の
ふ
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
が
取
り
除
い
て
い

な
い

・
段
ボ
ー
ル
を
縛
っ
て
い
な
い

・
資
源
物
以
外
の
ご
み
が
出
さ
れ

て
い
る

・
び
ん
、
缶
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
た
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て

あ
る

町
内
の
ご
み
集
積
所
は
、「
可
燃

ご
み（
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
）」
と

「
不
燃
ご
み
」に
分
け
ら
れ
て
い
て
、

全
部
で
約
６
４
０
か
所
あ
り
ま
す
。

分
別
収
集
を
開
始
し
て

年
以

１５

上
が
経
過
し
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
も
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
ご
み
集
積
所
は
、
利

用
す
る
人
自
身
が
管
理
者
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

ご
み
出
し
の
主
な
ル
ー
ル

①
決
め
ら
れ
た
日
、
時
間
ま
で
に

②
決
め
ら
れ
た
場
所
に

③
生
ご
み
は
、
水
を
よ
く
切
っ
て

新
聞
紙
２
枚
以
下
に
包
み
、
町
指

定
の
紙
袋
に
入
れ
氏
名
を
記
入
し
、

可
燃
ご
み
は
、
透
明
ま
た
は
白
色

半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

④
不
燃
ご
み
は
、
透
明
ま
た
は
白

色
半
透
明
の
袋
に
入
れ
る

※
「
蛍
光
灯
」
及
び
「
ア
ス
ベ
ス

ト
を
使
用
し
た
家
庭
用
品
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
透
明
ま
た
は
白
色
半
透

明
の
袋
に
入
れ
る
…
他
の
不
燃
ご

み
と
混
合
し
な
い

⑤
後
始
末
を
き
れ
い
に

鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

噛
噛
噛

と
ぴ
っ
く
す
噛
噛
噛

※「
平
成

年
度
家
庭
ご
み
収
集
計
画
表
」参
照

２１
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②
資
源
物
の
回
収
を
自
分
た
ち
の

手
で
実
施
で
き
る
団
体

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

例
→
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
P
T
A
な
ど

問
町
生
活
環
境
課撒（

）４
１
３
１

５７

恐
町
で
は
、
資
源
物
を
集
団
回
収

し
た
団
体
に
報
奨
金
を
交
付
し
て

い
ま
す

報
奨
金
は
、
民
間
回
収
業
者
に

売
却
し
た
資
源
物
の
重
量
に
対
し
、

１

当
た
り
６
円
の
金
額
で
す
。

kg
交
付
対
象
と
な
る
団
体
の
資
格
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
団
体
の
資
格
〉

①
町
に
資
源
物
集
団
回
収
団
体
と

し
て
登
録
し
て
あ
る
こ
と

登
録
方
法
→
町
生
活
環
境
課
に
備

え
付
け
の
届
出
用
紙
を
提
出
す
る
。

※
現
在
登
録
し
て
あ
る
団
体
も
、

毎
年
度
届
出
が
必
要
で
す
。

２
８
５
ト
ン

回
収
で
き
ま
し
た

年
度
資
源
物
集
団
回
収
報
告

２０
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
１
年

間
で
約
２
８
５
ト
ン
の
資
源
物
を

再
資
源
化
で
き
ま
し
た
。

不
用
に
な
っ
た
新
聞
紙
・
雑
誌

・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
地
域
の
集
団

回
収
に
出
し
て
、
ご
み
の
資
源
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

２０年度 団体別資源物回収実績
回収量（㎏）団 体 名

24,525南赤塚小学校PTA

2,590赤小PTA本部

37,390野木小学校

17,383丸林西中四自治会

46,350野木中学校

8,840野木第二中学校

80新橋東３

5,460丸林東中一子供会育成会

2,801新橋東２育成会

21,950北斗自治会

37,570佐川野小学校

1,720大塚２子供会育成会

118卯の木２育成会

13,059新橋小学校PTA

76南赤塚小学校

3,574丸林西中１子供会

8,201社会福祉法人パステル

1,060丸林東下５育成会

2,740御門子供会育成会

2,149丸林西中三

2,144大塚１子供会

6,348丸林西中２育成会

1,780柏山子供会育成会

1,180なの花会

10,470丸林西中三自治会

960栗山子供会

16,205プレシーンキッズ子供会

1,250丸林東下２育成会

2,516松原第一子供会育成会

3,000中之内育成会

1,491松原第２子供会育成会

284,980合 計

資 源 物 集 団 回 収 量 の 内 訳
20年度19年度ご み の 種 類

181,110213,790新 聞 紙

可 燃 物 類

50,11058,010雑 誌

46,23048,058ダンボール

90240布

470410そ の 他

278,010320,508小 計

11042び ん

不 燃 物 類 6,8606,214ア ル ミ 缶

6,9706,256小 計

284,980326,764合 計

ご
み
収
集
車
か
ら

火
災
発
生
鎧

４
月

日
に
、
松
原
地
区
に

１０

お
い
て
不
燃
ご
み
収
集
車
か
ら

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
原
因

は
家
庭
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
幸
い

に
も
、
け
が
人
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
人
命
に
か
か
わ
る

大
事
故
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ス

プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ

を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
必
ず
使

い
切
っ
て
穴
を
あ
け
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
灯
油

な
ど
の
液
体
は
出
せ
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
周
辺
の
住
民
の
方
々
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。



元気の出るスポーツクラブのぎ事業

足もみ健康講座

足は第二の心臓と言われています。

自分の足に関心を持ち、健康の維

持・回復に役立ててみませんか。自

分でできる足もみを、分かりやすく

指導します。

日 時 ７月６日、１３日、２７日

８月３日、１０日（月）

午前１０時～１１時３０分

会 場 町公民館１階和室

定 員 ２０名

持ち物 運動のできる服装、タオル、

ハンドクリーム

指 導 日本足部反射区健康法協会

指導会員 木村多恵子さん

参加料 １５００円（棒代別途２００円）

申込方法 参加料を添え町生涯学習課へ

申込期間 ６月１日～２０日

※定員になり次第終了

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

第33回

町野球選手権大会

期 日 社会人

６月１４日、２１日、２８日（日）

学童

６月２１日、２８日（日）

会 場 町総合運動公園

対 象 町野球連盟登録チーム

学童は町内チーム

参加料 １チーム ７０００円

申込期限 ６月９日（抽選会も同日）

問岡村勝 撒（５７）４１２５

第25回町婦人

バレーボールリーグ大会

期 日 ６月１４日（日）

会 場 町体育センター

対 象 町在住在勤の家庭婦人

種 目 ９人制バレーボール

参加料 １チーム １０００円

抽選会 ６月９日

問渋谷友子 撒（５７）０１６２

第17回ソフトバレーボール

春季大会

期日・種目・会場

６月２１日（日）

混合・女子（フリー・シルバー）

野木中新体育館

６月２８日（日）

混合・女子（ゴールド）

町体育センター

参加料 一般・シニア ３００円

中高生 ２００円

※組み合わせは協会で行います。

問伏木ヤス子 撒（５５）１６３１

おはなし会

■

日 時 ６月５日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 ６月９日、１６日、２３日

３０日(火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 ６月２０日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学生

ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「紅の豚」

日 時 ６月２７日（土）

午後２時～３時３５分

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しが

できますのでご利用ください。

ただし、児童書中心でビデオの貸

し出しは行っていません。

６／３ 友沼小 １３：１０～１４：１０

６／４ 野木小 １３：００～１４：００

６／９ 佐川野小 １３：１５～１４：００

６／１０ 新橋小 １３：１５～１４：１０

６／１７ 南赤塚小 １３：００～１４：００

新着図書案内

＜一般書＞

産通園通学の手づくりレシピ

（日本ヴォーグ社）

産「うつ」かな？と思ったら読む本

（斎藤茂太）

産こいしり （畠中恵）

産プリンセス・トヨトミ（万城目学）

産三匹のおっさん （有川浩）

産砂冥宮 （内田康夫）

＜児童書＞

産しずくちゃん１２ （きぼりっこ）

産狼島 （DarrenShan）

産たんじょうびはきのうえで

（きむらゆういち）

（4）

特に指定のないものの申込・問い合わせ先は
（土・日・祝日を除く、8:30～17:30）

生涯学習係…… (57) 4188
スポーツ振興係…… (57) 4187



ガーデニング講座

草花にふれあう人を増やすことを

目的にガーデニング講座を開講しま

す。土と戯れ、爽やかな休日のひと

ときを過ごしてみませんか。

日時・内容 プログラム参照

講 師 小山北桜高校教諭

会 場 町公民館

対 象 町在住在勤者 先着３０名

参加費 ３０００円(材料費)

申込期間 ６月３日～１０日

申込方法 受講料を添え町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１７７

パソコンサロン

ボランティアによる初心者対象パ

ソコン相談室を開催しています。

日 時 ６月１１日（木）

午後１時～４時

６月２０日（土）

午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室

申込不要

問町公民館 撒（５７）４１８８

青少年健全育成映画会

町青少年健全育成協議会では、青

少年の健全な育成を目的として映画

会を開催します。どなたでも参加で

きます。ご来場をお待ちしています。

日 時 ７月１１日（土）午後２時～

会 場 エニスホール小ホール

題 名 「歩いても 歩いても」

内 容

大人になって家を離れた子どもた

ちと老夫婦の一日をたどるホームド

ラマ。家族の愛しさ、可笑しさ、厄介

さ、人の心の奥底に横たわる残酷さ

を描き出す。

入場無料（整理券が必要）

斬整理券配布（１人２枚まで）

日 時 ６月２０日（土）午前９時～

場 所 町公民館

問町生涯学習課 撒（５７）４１７７

第22回町長杯議長杯争奪

町民将棋大会

日 時 ６月１４日（日）午前９時３０分～

対 局 ５戦方式（A・Bの２クラス)

※初参加者は、１３日（土）に認定対局

手合割 町将棋クラブ設定規約による

持ち時間 １局３０分（経過後は一手３０秒）

参加料 ２０００円（賞品・参加賞・昼食代）

賞 品 A・Bクラスとも１位～５位

優勝者に町長杯（Aクラス）

議長杯（Bクラス）

申込期間 ６月１日～５日

申込方法 参加料を添え町公民館へ。

将棋クラブ会員は担当役

員へ。当日参加は不可。

問町将棋クラブ役員

服部 撒（５７）１１５９

青木 撒（５６）１７０４

園田 撒（５５）１２７０

元気の出るスポーツクラブのぎ事業

男性のための
スローストレッチ教室

自宅でも手軽にできるメタボ予防

運動。ゆっくり腱・筋をのばし、代

謝を高め運動不足を解消しましょう。

日 時 ６月１３日、２０日、２７日

７月４日、１１日（土）

午後１時３０分～３時３０分

会 場 町武道館

定 員 ２５名（男性・年齢問わず）

持ち物 運動のできる服装、タオル、

飲み物

指導員 日本体育協会公認指導員

小澤洋子さん

参加料 １５００円

申込方法 参加料を添え町生涯学習課へ

申込期間 ６月１日～１１日

※定員になり次第終了

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

ULTUREC

PORTSS
プログラム

内 容日 時回

・イントロダクション

(ガーデニングについて)

・草花の種まき実習

(マリーゴールドやナスタチウム等)

６/１３（土）
１０：００
～１２：００

１

・管理技術(土の作り方・消毒・

ポット苗)について

・観葉植物の挿し芽実習

６/２７（土）
１０：００
～１２：００

２

・パンジーの種まきと育て方

(夏の暑さを越すパンジー苗

作り)

７/１１（土）
１０：００
～１２：００

３

・寄せ植えの話

・観葉植物の寄せ植え作り

実習

７/２５（土）
１０：００
～１２：００

４

※内容変更の場合もあります。

（5）

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUULLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUURRRRRRRRRRRRRRRRRRRRREEEEEEEEEEEEEEEEEEEEE&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOORRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTCULTURE&SPORTSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS



公民館　館報ふれあい

1

ふ
れ
あ
い
第1２９号

平成21年度の公民館事業

募集要項などくわしくは、「広報のぎ」でお知らせします。

（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）

問い合わせ先　TEL５７－４１８８

町公民館の主な事業等

詳しくは班回覧等でお知らせします。

（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）

分館の主な事業一覧

文化協会専門部　初心者対象講座

子どもチャレンジ　工作教室

子どもチャレンジ　料理教室

親子セミナー

ボランティアセミナー

シニアセミナー

いきいきセカンドライフ

町民大学

地域学習会

公民館まつり

趣味の講座

6月 ～ 2月

8月

8月

8月

9月

9月 ～ 10月

9月 ～ 12月

10月 ～12月

10月

2月

20名

30名

15組30名

20名

30名

20名

30名

文化協会主催4講座

小学生対象

小学生対象

４回

３回

５回

５回

５回

友沼分館　5回

２講座程度

事　業　名 期間（期日） 募集予定 回　数

４

月 友沼分館 野木分館 南赤塚分館 佐川野分館 新橋分館

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

総会 総会 総会
観桜会

総会
菊づくり講座

総会
「ささら祭り」模擬店

野木小演劇鑑賞会
新緑の渡良瀬渓谷鉄道と
富広美術館

野木小運動会「敬老者招待」
わいわいがやがや文化研修

育成会ワンナイトステイ
野木会館一泊宿泊体験

敬老者の集い

第6回「ふれあいフェス
ティバル」

七歳合同祝

蕎麦打ち講習会
しもつかれ造り
フラワーアレンジメント

野木町議会傍聴
お花見ウォーキング

高齢者学級

七歳合同祝
健康ウォーキング（2）

地域学習会（5回）

友沼小コミュニティ
大運動会

健康ウォーキング（1）
老人スポーツ大会

第22回ゲートボール大会
春季敬老会

講演会
南赤塚小学校1年生
昔のあそび指導

七歳合同祝
第15回ウォーキング大会
ミニソフトバレーボール大会

七歳合同祝

女性部視察研修
秋季敬老会

佐川野っ子ふれあい運動会

佐川野分館研修旅行 菊づくり講座

菊づくり講座

球技大会
ゲートボール大会
ウォーキング大会

視察研修
第8回グラウンドゴルフ大会

体育祭（第13回ボウリ
ング大会）

第14回ウォーキング大会

どんど焼き

しめ縄づくり

七歳合同祝
菊展示会
手芸講座
ソフトボール・ソフト
バレー大会

ウォーキング大会
菊づくり講座
グラウンドゴルフ大会

グラウンドゴルフ大会
菊づくり講座

お楽しみ会
菊づくり講座

菊づくり講座
ウォーキング大会



分分

館館

かか

らら

　
新
分
館
長
の
小
林
健
二
さ
ん
よ
り

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
野
に
は
若
葉
が
萌
え
る
今
、
佐

川
野
分
館
は
、
新
役
員
で
無
事
運
営

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
事
、
ひ
と
え

に
関
係
各
位
の
ご
助
力
と
感
謝
い
た

し
ま
す
。
佐
川
野
分
館
は
、
昭
和
52

年
に
始
ま
り
変
化
し
つ
つ
今
日
ま
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
公
民
館
活
動
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
愛
し
育
ん
で

き
た
唯
一
の
地
域
文
化
活
動
で
す
。

今
年
度
も
教
養
の
向
上
、
健
康
増
進
、

情
操
の
純
化
を
図
り
、
協
調
の
精
神

を
養
う
た
め
に
生
涯
学
習
を
推
進
で

き
る
よ
う
、
学
区
民
が
一
体
と
な
り
、

一
年
を
通
じ
一
人
で
も
多
く
参
加
し
、

楽
し
く
集
い
、
学
び
、
体
力
を
つ
け

充
実
し
た
分
館
活
動
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
運
営
は
役

員
全
員
の
協
力
と
、
関
係
諸
侯
の
方
々

の
ご
教
授
ご
協
力
で
実
現
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
り
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
満
開
の
桜
の
下
、
今
年
も
佐
川
野

分
館
恒
例
行
事
の
老
人
会
の
観
桜
会

が
４
月
10
日
ホ
ー
プ
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
町
長
、
町
議
会
議

員
、
公
民
館
長
、
区
長
、
佐
川
野
駐

在
さ
ん
に
ご
出
席
を
頂
き
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
酒
や
つ
ま
み
が
用
意

さ
れ
、
な
で
や
か
な
空
気
の
中
、
カ

ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
、
町
長
、
議

員
の
方
々
の
美
声
も
聞
く
こ
と
が
出

来
、
皆
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
今
後
も
沢
山
の
お
年
寄
り
の
楽
し

め
る
観
桜
会
、
並
び
に
地
域
に
密
着

し
た
分
館
活
動
が
行
わ
れ
る
様
、
分

館
役
員
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
の
最
後
の
日
曜
日
、
野
渡
分

館
活
動
の
一
つ
「
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
少
々

風
は
強
め
で
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
満
福
寺
を
起
点
に
、
雀

神
社
を
通
り
抜
け
て
、
渡
良
瀬
川
の

堤
防
に
上
り
、
遊
水
地
を
一
望
し
、

そ
の
自
然
の
雄
大
さ
に
改
め
て
感
激

し
な
が
ら
、
歩
く
こ
と
一
時
間
半
あ

ま
り
。
古
河
総
合
公
園
に
到
着
す
る

と
、
そ
こ
は
ま
さ
に
桃
源
郷
！
桃
色

の
花
あ
り
、
白
色
あ
り
、
源
平
咲
あ

り
、
桃
の
花
は
見
事
に
満
開
で
し
た
。

そ
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
普
段
会
う

機
会
の
少
な
い
方
々
と
一
緒
に
お
弁

当
を
食
べ
、
親
睦
を
重
ね
る
こ
と
も

で
き
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
間
関
係
が
稀
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
昨
今
、
こ
の
様
な
行
事
に
で
き
る

だ
け
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
計
る
の
も
良
い
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
野
渡
分
館

は
、
「
み
ん
な
が
楽
し
く
」
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

　
４
月
８
日
は
、
仏
教
を
開
い
た
釈

迦
の
誕
生
日
と
い
わ
れ
、
こ
の
日
は

各
地
の
寺
や
お
堂
で
、
花
祭
り
と
呼

ば
れ
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
丸
林
地
区
で
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る

春
の
行
事
と
し
て
薬
師
堂
に
薬
師
様

を
祀
っ
て
お
り
、
今
年
は
４
月
の
日

曜
日
に
花
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

2

佐川野

新
分
館
長
就
任

佐川野

観
桜
会

野　木

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

トピックス

お
釈
迦
様

　
花
ま
つ
り
の
開
催

　
（
丸
林
地
区
）

小林 健二さん

花まつり
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岩
崎
萬
次
郎
は
嘉
永
５
年(
一
八

五
二
年)

佐
川
野
村
72
番
地
に
生
ま
れ
、

古
河
藩
城
主
、
土
井
大
炊
頭
よ
り
野

木
宿
名
主
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
当
時
、

廃
藩
置
県
に
よ
り
、
国
政
が
混
乱
し

旧
士
族
や
農
民
が
各
地
で
反
乱
を
起

こ
し
た
り
、
新
た
に
民
選
議
院
制
が

上
程
さ
れ
、
三
権
分
立
が
確
立
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。

　
岩
崎
萬
次
郎
は
、
下
都
賀
郡
戸
長

代
表
と
し
て
県
議
会
議
員
に
た
ち
４

回
当
選
、
明
治
憲
法
制
定
後
、
衆
議

院
議
員
と
し
て
２
回
当
選
し
、
自
由

民
権
政
治
、
今
日
の
民
主
政
治
の
基

礎
作
り
に
参
画
し
、
活
躍
し
た
。
過

去
現
在
を
通
し
て
、
野
木
出
身
の
国

会
議
員
は
、
彼
だ
け
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
岩
崎
家
の
後
継
者
で

あ
る
俊
三
氏
は
、
町
議
会
議
員
２
期

８
年
務
め
、
義
兄
の
栃
木
県
２
区
選

出
の
山
口
好
一
衆
議
院
議
員
と
も
ど

も
政
治
一
家
で
あ
る
。

　
鎌
倉
街
道
は
鎌
倉
時
代
の
東
国
武

士
の
本
領
と
鎌
倉
を
結
ぶ
連
絡
路
で

各
地
か
ら
鎌
倉
へ
向
か
う
江
戸
幕
府

創
立
以
前
の
中
世
の
古
道
の
呼
称
で

あ
る
。
源
頼
朝
の
奥
州
征
討
の
頃
に

開
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
文
治
５
年(

一
一
八
五
年)
奥
州
の

藤
原
泰
衡
を
討
つ
た
め
鎌
倉
を
進
発

し
た
頼
朝
軍
の
大
半
は
宇
都
宮
を
経

て
白
河
の
関
に
至
っ
て
い
る
。
野
木

を
通
る
中
道
は
、
古
河
と
小
山
を
結

ぶ
幹
道
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
野
木
町
に
は
鎌
倉
街
道
が

二
本
あ
り
、
一
本
は
国
道
四
号
線
に

平
行
し
て
い
る
。
も
う
一
本
は
、
茨

城
県
古
河
市
小
堤
か
ら
野
木
町
佐
川

野
を
経
て
小
山
市
南
飯
田
に
通
じ
る

道
で
あ
り
、
地
元
で
は
「
カ
マ
ク
ラ

ミ
チ
」
「
コ
ド
ウ
」
と
称
し
て
い
る
。

　
そ
の
時
代
、
佐
川
野
地
域
は
交
通

の
要
所
で
あ
り
、
街
道
側
に
古
墳(

塚)

が
７
箇
所
あ
り
、
か
つ
て
の
豪
族
の

存
在
が
伺
え
る
。
特
に
大
森
氏
宅
か

ら
は
板
碑
が
出
土
し
、
昔
の
面
影
が

偲
ば
れ
る
。

　
”
い
つ
も
笑
顔
で
！
い
つ
ま
で
も

元
気
で
！
　
“
を
モ
ッ
ト
ー
に
鳴
子

両
手
に
よ
さ
こ
い
を
み
ん
な
で
楽
し

く
踊
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
県
内
の
「
よ
さ
こ
い
パ
レ
ー
ド
」

に
も
参
加
し
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施

設
の
慰
問
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
理
な
く
踊
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

(
必
ず
笑
顔
の
素
敵
な
自
分
に
出
会

え
ま
す
よ
…)

練
習
日
　
　
毎
週
土
曜
日

練
習
時
間
　
午
後
７
時
半
〜
９
時

練
習
場
所
　
南
赤
塚
小
学
校
体
育
館

問
合
せ
　
　
鈴
木
記
代
子

　
　
　
　
　
T
E
L(
57)

３
５
２
６

　
Ｉ
Ｔ
社
会
の
中
「
楽
し
く
遊
ぼ
う
、

身
に
つ
け
よ
う
」
を
合
言
葉
に
中
高

年
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
発

足
し
５
年
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
会

員
よ
り
「
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
丁
寧

な
指
導
で
技
術
が
身
に
つ
き
パ
ソ
コ

ン
操
作
も
面
白
く
な
っ
た
。
毎
日
元

気
に
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
。
」

と
の
感
想
を
頂
い
て
い
ま
す
。
初
心

者
大
歓
迎
で
す
。

場
　
所
　
町
公
民
館

活
動
日
　
毎
月
各
ク
ラ
ス
２
回

　
　
　
　(

第
１
・
３
水
曜
日)

　
　
　
　
９
時
半
〜
12
時
又
は

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
半

会
　
費
　
月
２
５
０
０
円(

資
料
代
込)

問
合
せ
　
浜
田
敏
路

　
　
　
　
T
E
L(

56)

０
３
８
２

岩
崎
萬
次
郎

鎌
倉
街
道

五
家
英
子
と
み
ん
な
で

　
　
　
　 

楽
し
く
踊
ろ
う
会

　
　
の
ぎ
コ
ス
モ
ス

岩崎萬次郎

サ
ー
ク
ル
紹
介

の
ぎ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ



【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

4

特
集
特
集野木・まちある紀
特
集
特
集野木・まちある紀
特
集野木・まちある紀

その5
佐川野散策

　紫陽花の花が美しい季節となりました。今回は佐川野の八幡神社から出発して、長屋門②、酪農

用飼料タンクや麦畑を眺めながら、長屋門④、柴山古墳を見た後、さらに南下して県道境・間々田

線との合流地点まで来たら北上します。法得寺の境内を散策させていただいた後、農道を歩いて出

発地点の八幡神社付近の外記古墳まで歩いてみましょう。約1時間半コース！

※歩いた感想や野木の見所をお寄せ下さい！

　野木町公民館（館報編集委員会事務所）  TEL（５７）４１８８

至
総
合
運
動
公
園

至
野
木
駅

宮
戸
川鎌

　
倉
　
街
　
道

鎌
　
倉
　
街
　
道

鎌
　
倉
　
街
　
道

柴山古墳⑤柴山古墳⑤

長屋門④

法得寺⑥

県
道
境
間
々
田
線

八幡神社①

長屋門②佐川野小学校佐川野小学校

至間々田

文

外 

記 

古 

墳

岩崎万次郎の生家

堆肥舍

阿弥陀如来立像

戦国時代、石山合戦

で織田信長と西山本

願寺との戦の折、法

得寺第10代空山住職

はこの仏像を懐に入

れ難を逃れたと伝え

られている。

資料タンク③飼料タンク③
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In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

今
月
は
町
県
民
税
の

納
期
で
す

納
税
義
務
者
に
な
る
方

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

２１

に
住
む
方

税
額
の
計
算
方
法

納
税
納
期
等

納
税
通
知
書
の
発
送
予
定
は
６
月

日
で
す
。
納
期
は
、
６
月
、
８
月
、

１５
月
、
１
月
の
４
回
に
な
り
ま
す
。

１０

※
次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
方
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方

②
障
が
い
者
、
未
成
年
、
寡
婦
、
寡

夫
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２

５
万
円
以
下
の
方

③
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
２８

万
円
×
（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者

及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）
＋
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を

有
す
る
場
合
は

万
円
）
以
下
の
方

１７

に
は
均
等
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

④
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
３５

万
円
×
（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者

及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）
＋
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を

有
す
る
場
合
は

万
円
）
以
下
の
方

３２

に
は
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ڵ
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̎̍
算
寄
付
税
制
の
拡
充

産
条
例
に
よ
り
控
除
対
象
寄
付
金
を

指
定
す
る
仕
組
み
の
導
入
等

・
所
得
税
の
控
除
対
象
寄
付
金
（
公

益
社
団
・
財
団
法
人
、
学
校
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
、
認
定
N
P
O
法
人

等
に
対
す
る
寄
付
金
。
国
、
政
党
等

に
対
す
る
寄
付
金
は
除
く
）
の
う
ち

地
方
公
共
団
体
が
条
例
に
よ
り
指
定

し
た
寄
付
金
が
寄
付
金
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
控
除
対
象
法
人
等

の
概
要
と
し
て
は
、
所
得
税
の
控
除

対
象
寄
付
金
に
該
当
す
る
も
の
で
、

県
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も

の
は
県
民
税
か
ら
控
除
と
な
り
、
町

内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の

は
町
民
税
か
ら
控
除
に
な
り
ま
す
。

・
控
除
方
式
を
所
得
控
除
か
ら
税
額

控
除（
県
民
税
４
％
、町
民
税
６
％
）

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
条
例
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

県
が
指
定
し
た
も
の
は
県
民
税
か
ら
、

町
が
指
定
し
た
も
の
は
町
民
税
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
控
除
さ
れ
ま
す
。

・
寄
付
金
控
除
の
上
限
額
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
適
用
下
限
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
限
額

総
所
得
金
額
等
の

％
２５

樫

総
所
得
金
額
等
の

％
３０

産
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金

税
制
の
見
直
し

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金

に
つ
い
て
、
上
記
の
措
置
と
併
せ
、

適
用
下
限
額（
５
千
円
）を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
、
所
得
割
額
の
概
ね
１

割
を
限
度
と
し
て
所
得
税
と
合
わ
せ

て
全
額
を
控
除
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

算
町
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す

公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜

や
市
町
村
に
お
け
る
徴
収
の
効
率
化

を
図
る
観
点
か
ら
、

年

月
以
降

２１

１０

に
支
払
わ
れ
る
公
的
年
金
に
つ
い
て
、

特
別
徴
収
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付

い
た
だ
い
て
い
る
町
県
民
税
が
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）と

な
り
ま
す
。

恐
特
別
徴
収
の
対
象
者

町
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
を

受
け
た
方

②
当
該
年
度
の
初
日
（
毎
年
４
月
１

日
）
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法
に
基

づ
く
老
齢
基
礎
年
金
等
の
支
払
を
受

け
て
い
る

歳
以
上
の
方

６５

年税額＝均等割額＋所得割額

斬均等割額

４７００円（町民税３０００円＋県民税１７００円）

斬所得割額

課税所得金額(合計所得金額―所得控除額)×

税率(一律１０％)－税額控除等

※町民税・県民税とも前年中の所得金額を

基礎に計算します。
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特別徴収普通徴収納付方法

２月１２月１０月８月（２期）６月（１期）課税月

公的年金等に係る
年税額の１/６

公的年金等に係る
年税額の１/４

徴収税額

例）２１年度の公的年金に係る年税額が60,000円の場合

２月１２月１０月８月６月課税年月

10,000円10,000円10,000円15,000円15,000円徴収税額

本徴収仮徴収納付方法

２月１２月１０月８月６月４月課税月

公的年金等に係る年税額から
仮徴収された額を控除した額の１/３

前年の１０月から翌年の３月までに
特別徴収された額の１/３

徴収税額

例）２２年度の公的年金に係る年税額が66,000円の場合

２月１２月１０月８月６月４月課税年月

12,000円12,000円12,000円
10,000円

（２２年２月と同額）

10,000円
（２２年２月と同額）

10,000円
（２２年２月と同額）

徴収税額

解
要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
、
特
別

徴
収
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）

（
１
）公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ

い
て
税
額
が
生
じ
な
い
場
合

（
２
）１
月
１
日
以
降
野
木
町
か
ら
転

出
さ
れ
た
場
合

（
３
）当
該
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
等

の
年
額
が

万
円
未
満
の
場
合

１８

（
４
）野
木
町
の
行
う
介
護
保
険
の
特

別
徴
収
対
象
被
保
険
者
で
は
な

い
場
合

（
５
）特
別
徴
収
対
象
税
額
が
老
齢
基

礎
年
金
等
の
年
額
を
超
え
る
場

合

※
該
当
す
る
方
に
は
６
月
の
「
町
・

県
民
税
税
額
決
定
通
知
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

恐
特
別
徴
収
の
対
象
税
額

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
分
の

所
得
割
額
及
び
均
等
割
額

※
給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
（
公

的
年
金
等
以
外
の
所
得
）
は
、
そ
の

所
得
に
係
る
税
額
は
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
ず
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
や
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

恐
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

老
齢
基
礎
年
金
等

恐
特
別
徴
収
の
開
始
時
期

月
支
給
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

１０
恐
特
別
徴
収
の
徴
収
方
法

【
１
年
目
】

上
半
期（
４
月
～
９
月
）は
普
通
徴

収
、
下
半
期（

月
～
２
月
）は
特
別

１０

徴
収
を
行
い
ま
す
。

上
半
期
に
は
６
月
・
８
月
に
公
的

年
金
等
に
係
る
年
税
額
の
４
分
の
１

ず
つ
を
納
め
ま
す
。

下
半
期
に
は

月
・

月
・
２
月

１０

１２

の
年
金
支
給
月
に
公
的
年
金
等
に
係

る
年
税
額
の
６
分
の
１
ず
つ
が
年
金

支
給
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

【
２
年
目
以
降
】

上
半
期
の
年
金
支
給
月
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
に
、
前
年
度
下
半
期

の
特
別
徴
収
税
額
の
３
分
の
１
ず
つ

を
差
し
引
き（
仮
徴
収
）し
ま
す
。

下
半
期
の
年
金
支
給
月
（

月
・

１０

月
・
２
月
）
は
、
公
的
年
金
等
に

１２係
る
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
税
額
を
差

し
引
い
た
額
の
３
分
の
１
ず
つ
を
差

し
引
き（
本
徴
収
）し
ま
す
。

※
仮
徴
収
と
本
徴
収

年
金
か
ら
町
県
民
税
を
天
引
き
す

る
特
別
徴
収
は
、
年
に
６
回
、
偶
数

月
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
個
人
の
町

県
民
税
は
前
年
の
所
得
や
控
除
に
基

づ
い
て
６
月
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
税
額
が
決
定
す
る
ま
で
の

上
半
期
は
、
前
年
の
年
額
を
参
考
に

仮
の
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
（
仮

徴
収
）、
税
額
が
決
定
し
た
後
の
下

半
期
で
調
整
（
本
徴
収
）
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）４
１
２
２

５７

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
方
へ

年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増
築
及

２０
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
に
対

し
、
７
月
に
不
動
産
取
得
税
が
課
税

に
な
る
予
定
で
す
。

来
月
お
手
元
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
（
７
月
３１

日
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

ま
た
は
県
税
事
務
所
に
て
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２
（

）３
４
１
３

２３



税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
話
に
よ
る
国
税
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
相
談
は
、
国
税
局
「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表

電
話
が
自
動
音
声
に
変
わ
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
操
作
に
つ
い
て
は
、
音
声

案
内
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
、

「
事
前
予
約
制
」
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま

す
。

（
注
）
予
約
の
際
に
氏
名
・
住
所
・

相
談
内
容
等
を
お
伺
い
し
ま
す
。
な

お
、
税
金
の
納
付
相
談
や
確
定
申
告

期
に
お
い
て
申
告
書
作
成
会
場
へ
お

越
し
い
た
だ
く
際
に
は
、
事
前
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
７
月

日
か
ら
、
管
理
・

１０

徴
収
、
個
人
、
資
産
及
び
法
人
関
係

事
務
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
行
っ
て
い
た
窓
口
業
務
や
内

部
事
務
の
一
部
を
ひ
と
つ
の
部
署
で

一
体
的
に
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
６
月

日
１５

に
署
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、
各

部
門
に
あ
っ
た
窓
口
を
庁
舎
１
階
の

一
か
所
に
集
め
、
納
税
証
明
書
の
発

行
や
文
書
収
受
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
越
し
の
際
に
は
、
庁
舎
１
階

の
受
付
窓
口
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

問
栃
木
税
務
署

撒
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０
国
民
年
金
は
す
べ
て
の
公
的
年
金

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本
に

住
む

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
は
す

２０

６０

べ
て
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
の
誕
生
月
か
ら

歳
の
誕
生
月

２０

６０

の
前
月
ま
で
、
定
額（

年
度
は
月

２１

額
１
４
、６
６
０
円
）の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

加
入
者
は
職
業
な
ど
に
よ
り
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

就
職
・
転
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に

よ
り
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
っ
た
時
は
、

そ
の
つ
ど
届
出
を
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
は
？

酸
第
１
号

国
民
年
金

（
無
職
・
自
営
業
者
等
）

酸
第
２
号

厚
生
年
金
等

（
会
社
員
・
公
務
員
等
）

酸
第
３
号

国
民
年
金

（
専
業
主
婦
等
）

希
望
す
れ
ば

歳
ま
で
の
間
に
任

６５

意
加
入
で
き
ま
す
。

歳
ま
で
に

６０

２５

年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
ず
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
な
い
方

は
、
任
意
加
入
す
る
事
に
よ
り
、
受

給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

年（
４
８
０
月
）の
納
付

４０

済
期
間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金

を
満
額
受
け
取
れ
な
い
場
合
は
、
受

給
額
を
満
額
も
し
く
は
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
で

納
付
さ
れ
る
方
へ

～
特
別
徴
収
額
の
変
更
～

介
護
保
険
料
は
、
３
年
に
一
度
見

直
し
が
行
わ
れ
、

年
度
は
見
直
し

２１

後
の
新
し
い
保
険
料
の
最
初
の
年
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

年
度
の
介
護
保
険
料
額
は
、

２１

１８

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
保
険
料
よ

２０

り
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

た
め
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
方
は
、
４
月
・
６
月
・
８
月
に

納
め
て
い
た
だ
く
仮
徴
収
額
（
年
間

保
険
料
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、
仮

に
納
め
て
い
た
だ
く
額
で
、
２
月
に

納
め
て
い
た
だ
い
た
額
と
同
額
）
と
、

月
・

月
・
２
月
に
納
め
て
い
た

１０

１２

だ
く
本
徴
収
額
（
年
間
保
険
料
が
確

定
し
て
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
額
）

と
の
間
に
、
開
き
が
出
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額

と
の
間
の
差
を
少
な
く
し
、
年
間
の

負
担
を
な
る
べ
く
均
等
に
す
る
た
め
、

６
月
以
降
に
特
別
徴
収
で
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
額
を
、
前
年
中
に

「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
で
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し
た

額
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
ご
通
知
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
年
間
の
保
険
料
額
は
、
市

町
村
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
が
、

年
度
の
市
町
村
民

２１

税
は
ま
だ
課
税
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
た
び
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、

年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況

２０を
も
と
に
、
年
間
の
保
険
料
額
を
算

定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
課
税
さ
れ

た
市
町
村
民
税
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

年
間
保
険
料
額
が
当
初
算
定
し
た
額

と
変
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
３

５７

（8）
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飼
え
な
く
な
っ
た
犬
猫
の

引
取
り
が
有
料
化
さ
れ
ま
す

６
月
１
日
か
ら
飼
え
な
く
な
っ
た

犬
猫
の
引
取
り
が
有
料
に
な
り
、
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

資
源
物
の
出
し
方
を
守
り
ま
し
ょ
う

最
近
、
決
め
ら
れ
た
出
し
方
を
守

ら
ず
に
資
源
物
を
出
す
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
再
度
出
し
方
を
「
家
庭
ご

み
収
集
計
画
表
」で
ご
確
認
の
う
え
、

資
源
物
の
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

産
飲
料
用
の
空
き
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋

か
ら
出
し
て
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

産
古
紙
・
雑
誌
・
古
布
は
ひ
も
で
十

字
に
縛
り
、
コ
ン
テ
ナ
の
と
な
り

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
１

５７

堆
肥
の
配
布
量
の
変
更
に
ご
協
力
を

町
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民

の
皆
様
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を

堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
そ
の
堆
肥

を
無
料
で
１
人

袋
ま
で
配
布
し
て

１０

お
り
ま
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
、
現

在
堆
肥
の
生
産
が
間
に
合
わ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
配
布
す
る
量
を
１
人
５
袋
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
１

５７

「
す
く
す
く
君
」
を
配
布
し
て
い
ま
す

町
で
は
汚
泥
発
酵
肥
料
「
す
く
す

く
君
」
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

す
く
す
く
君
は
、
汚
泥
を
有
効
利
用

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
で
す
。
有
機

性
に
富
み
地
力
を
回
復
・
増
進
し
作

物
の
生
育
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

搬
入
予
定
日
時

６
月
１
日（
月
）、
７
月
１
日（
水
）、

８
月
３
日（
月
）、
９
月
１
日（
火
）、

月
１
日（
木
）、

月
２
日（
月
）、

１０

１１

月
１
日（
火
）、
１
月
５
日（
火
）、

１２

２
月
１
日（
月
）、
３
月
１
日（
月
）

午
後
２
時
頃

配
布
場
所

野
木
資
源
化
セ
ン
タ
ー

配
布
数

約
３
０
０
袋
／
月

※
１
人
２
袋
ま
で
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

※
配
布
は
野
木
町
在
住
の
方
の
み

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
１

５７

６
月
１
日
～

日
３０

暴
走
族
等
根
絶
推
進
強
化
月
間

暴
走
は
し
な
い
外

さ
せ
な
い
外

見
に
行
か
な
い
外

交
通
秩
序
の
確
立
と
青
少
年
健
全

育
成
の
見
地
か
ら
、
広
く
県
民
の
総

力
を
結
集
し
て
交
通
秩
序
と
静
穏
を

破
壊
す
る
暴
走
族
を
追
放
し
、
安
全

で
平
穏
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
３
つ
の
こ

と
を
重
点
項
目
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

臼
暴
走
族
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り

渦
暴
走
族
等
に
対
す
る
指
導
取
締
り
の
徹
底

嘘
不
正
改
造
車
両
の
排
除

問
栃
木
県
暴
走
族
等
根
絶
対
策
協
議
会

（
県
く
ら
し
安
全
安
心
課
内
）

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
８
５

お知らせ

（9）
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ア
グ
リ
ツ
ア
ー

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験

農
作
物
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
、

私
た
ち
の
「
食
」
に
つ
い
て
見
直
し

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、

生
産
者
の
協
力
を
得
て
、
じ
ゃ
が
い

も
の
収
穫
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

７
月
４
日（
土
）

午
前
９
時

分
～

３０

会

場

町
内
の
畑

対

象

町
在
住
親
子

定

員

先
着

名
５０

参
加
料

５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料

（
中
学
生
以
下
だ
け
の
参
加
不
可
）

申
込
期
間

６
月
８
日
～

日
１２

申
込
方
法

参
加
料
を
添
え
町
産
業
課
へ

問
町
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
事
務
局

（
町
産
業
課
内
）
撒（

）４
１
５
１

５７

第
２
回
T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in

参
加
者
募
集

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
伝
統

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

「
T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
」。
あ
な
た

も
参
加
し
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
は
た
め

か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
賞
者
に
は

ユ
ニ
ー
ク
な
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

応
募
方
法

応
募
要
項
・
応
募
用
紙
は
町
産
業

課
ま
た
は
町
内
の
公
共
施
設
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

応
募
料
金
（
T
シ
ャ
ツ
制
作
費
）

高
校
生
以
上

２
０
０
０
円

中
学
生
以
下

１
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月

日
２２

問
町
観
光
協
会
事
務
局

（
町
産
業
課
内
）
撒（

）４
１
5
３

５７

地
産
地
消
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

食
と
農
の
理
解
促
進
に
つ
い
て
、

「
食
の
安
全
・
安
心
」
の
面
か
ら
農

業
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
食
生

活
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

６
月

日
（
土
）

２７

午
後
２
時
～

会

場

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定

員

１
５
０
名

内

容

「
地
産
地
消
で

心
豊
か
な
町
づ
く
り
」

講

師

J
A
総
研
理
事
長

薄
井

寛
さ
ん

（
野
木
町
在
住
）

問
町
産
業
課

撒（

）４
１
５
１

５７

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
習
会

健
康
と
栄
養
・
食
生
活
の
基
礎
を

学
び
、
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
、

地
域
に
広
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

内

容
健
康
づ
く
り
や
栄
養
・
食
生
活
に

つ
い
て
調
理
実
習
を
ふ
ま
え
な
が
ら

学
び
ま
す
。
ま
た
、
運
動
実
技
も
行

い
ま
す
。

日

程
７
月
３
日
、

日
、

日
、

２３

２９

９
月
８
日
、

日

全
５
回

１８

対

象～

歳
の
方
で
、
講
習
終
了
後
、

２０

６０

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
で

き
る
方

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー
等

費

用

テ
キ
ス
ト
代
１
２
０
０
円
程
度

定

員

名
２０

申
込
期
限

６
月

日
１５

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

（10）
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「
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
」

参
加
者
募
集

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
は
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
運
動
教
室
で

す
。
気
分
を
ス
ッ
キ
リ
と
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
方
、
気
に
な
る
お
な
か

ま
わ
り
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
た
い
方
な

ど
運
動
す
る
こ
と
で
改
善
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

運
動
習
慣
の
な
い
方
で
も
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

対

象

町
在
住
者

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
内
容

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

Ａ
コ
ー
ス

午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

Ｂ
コ
ー
ス

午
後
３
時
～
４
時

※
申
込
不
要
で
す
。
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ

コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か
の
時
間
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。（
内
容
は
同
じ
）

持
ち
物

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動

靴
、
水
分
、
タ
オ
ル

※
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に
相
談

の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日

時

７
月
４
日（
土
）

午
前
９
時

分
～

３０

会

場

道
の
駅
思
川
研
修
室

（
小
山
市
下
国
府
塚

‐
１
）

２５

申

込

６
月

日
～

日

１５

３０

受
講
無
料

そ
の
他

テ
キ
ス
ト
配
布

活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（

）３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

電
話
で
雨
量
情
報
・
河
川

水
位
情
報
を

栃
木
県
が
観
測
し
て
い
る
雨
量
情

報
や
河
川
水
位
情
報
を
住
民
の
皆
様

に
一
般
電
話
回
線
を
利
用
し
て
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。情

報
は
、

分
ご
と
に
更
新
さ
れ
、

１０

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
土
砂
災
害
や
水
害
等

の
危
険
判
断
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

情
報
を
聴
く
に
は
？

①
撒（

）４
５
３
６
に
電
話
を
す
る
。

５７

②
音
声
案
を
選
択
す
る
。

聴
く
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
？

【
雨
量
情
報
】

野
木
町
中
心
部
、
小
山
市
中
心
部
、

栃
木
市
中
心
部
・
西
部
・
北
西
部

上
都
賀
郡
南
部

の
６
か
所

【
河
川
水
位
情
報
】

思
川
（
観
晃
橋
…
小
山
市
）

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
雨
量

情
報
・
河
川
水
位
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

全
国
の
河
川
の
「
雨
量
」「
水
位
」「
河

川
予
警
報
」
等
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
入
手
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら

h
ttp
://w
w
w
.riv
er.g
o
.jp

携
帯
電
話
か
ら

h
ttp
://i.riv

er.g
o
.jp

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

栃
木
県
立
聾
学
校
公
開

日

時

６
月

日（
金
）

２６

午
前

時
～

時

分

１０

１２

３０

会

場

栃
木
県
立
聾
学
校

（
宇
都
宮
市
若
草
２
‐
３
‐
４
８
）

内

容
学
校
概
要
説
明
、
事
業
及
び
施
設

設
備
等
参
観

申

込

６
月

日
ま
で
に
、
来
校

１７

・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問
栃
木
県
立
聾
学
校

撒
０
２
８
（
６
２
２
）
３
９
１
０

姉
０
２
８
（
６
２
４
）
６
８
８
７

からだスッキリ教室プログラム

講 師内 容期 日

大野先生楽しくできる
かんたんエアロビクス

６／２４（水）

八ツ田先生
家でもできる！タオル体操
ボールを使ってエクササイズ７／１５（水）

池田先生からだのバランスを整える
筋力アップ体操

８／１９（水）

大野先生
楽しくできる
かんたんエアロビクス９／９（水）

八ツ田先生
家でもできる！タオル体操
ボールを使ってエクササイズ１０／７（水）

大野先生
楽しくできる
かんたんエアロビクス１０／２８（水）

お知らせ

（11）



（12）（12）

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

講座名及び開催日時・場所

Aマップ作製コース【３講座】

６月２７日（土）
大田原地域職業訓練センター（先着８０名）
７月４日（土）
佐野市城北地区公民館（先着８０名）

１２月５日（土）
宇都宮市役所（先着５０名）

地域安全マップ（理論）
９：００～１０：３０

地域安全マップ（現地調査）
１０：４５～１２：１５

地域安全マップ（作製実習）
１３：００～１５：００

B身近な安全コース【３講座】

６月２０日（土）
大田原地域職業訓練センター（先着８０名）
７月１８日（土）
佐野市城北地区公民館（先着８０名）

１２月１２日（土）
宇都宮市役所（先着８０名）

交通事故のない地域社会を目指して
９：００～１０：３０

信頼と絆で育てる「安全安心」コミュニティ
１０：４５～１２：１５

子どもの危機回避能力をどう育てるか
１３：００～１４：３０

C防犯対策コース【３講座】

６月１３日（土）
大田原地域職業訓練センター（先着８０名）
７月１２日（日）
佐野市城北地区公民館（先着８０名）

１２月１９日（土）
宇都宮市役所（先着８０名）

犯罪情勢と自主防犯活動方法
９：００～１０：３０

最近の進入手口の傾向と防犯対策
１０：４５～１２：１５

自主防犯団体リーダー論
１３：００～１４：３０

国
際
交
流
協
会
の
催
し

国
際
理
解
講
座
シ
リ
ー
ズ

供
外
国
の
紹
介
・
・
・
ポ
ル
ト
ガ

ル
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
僑

小
中
高
生
か
ら
一
般
の
方
々
ま
で

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

日

時

６
月

日（
土
）

１３

午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

４５

会

場

町
公
民
館

講

師

イ
ネ
ス
・
ア
ゼ
ー
ニ
ャ
さ
ん

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
大
学
留
学
生
）

聴
講
無
料
・
申
込
不
要

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
公
民
館
内
）
撒（

）４
１
８
８

５７

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
入
門
講
座
」

一
日
教
室

供
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
の

初
級
入
門
編
僑

日

時

６
月

日（
土
）

１３

午
後
３
時
～
４
時

分
３０

会

場

町
公
民
館

講

師

イ
ネ
ス
・
ア
ゼ
ー
ニ
ャ
さ
ん

定

員

先
着
８
名

受
講
料

２
０
０
円

（
協
会
会
員
は
１
０
０
円
）

申
込
期
間

６
月
８
日
～

日
１２

申
込
方
法

受
講
料
を
添
え
国
際
交

流
協
会（
町
公
民
館
内
）へ

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
公
民
館
内
）
撒（

）４
１
８
８

５７

日
本
語
ス
ピ
ー
チ県

南
大
会

外
国
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
日

頃
の
体
験
、
苦
労
し
た
こ
と
、
気
づ

い
た
こ
と
な
ど
を
日
本
語
で
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
中
高
生
か
ら

一
般
の
方
々
ま
で
ど
な
た
で
も
聴
講

で
き
ま
す
。

日

時

６
月

日（
土
）

２７

午
後
１
時

分
～
４
時

３０

会

場

町
公
民
館

聴
講
無
料
・
申
込
不
要

※
発
表
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
中
学
生
の
部
」「
留
学
生
の
部
」

「
一
般
の
部
」
の
３
部
門
別
に
発
表

し
ま
す
。

申
申
込
期
間

６
月
８
日
～

日
１９

申
込
方
法

国
際
交
流
協
会（
町
公
民
館
内
）へ

問
町
国
際
交
流
協
会
企
画
担
当

撒（

）２
９
３
９

５７

ぼ
う
は
ん
カ
レ
ッ
ジ
２
０
０
９

広
い
地
域
、
広
い
世
代
の
県
民
に
、

様
々
な
防
犯
知
識
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
、
一
件
で
も
多
く
の
犯
罪
被
害

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
犯

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
材

を
養
成
す
る
た
め
、
防
犯
カ
レ
ッ
ジ

を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
６
講
座
以
上
を
受
講
し
た

方
は
、
自
主
防
犯
団
体
活
動
等
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
「
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
教
室
修
了

者
」と
し
て
、知
事
名
の
修
了
証
書
及

び
修
了
証（
バ
ッ
ジ
）を
交
付
し
ま
す
。

参
加
無
料（
昼
食
は
各
自
用
意
）

問
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
４



６
月
１
日
～
７
日

第

回
水
道
週
間

５１お
い
し
い
ね

こ
の
水
未
来
に

い
つ
ま
で
も

町
の
水
道
は
、
昭
和

年
に
給
水

５１

開
始
し
て
以
来
、
思
川
浄
水
場
で
処

理
さ
れ
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
と

し
て
供
給
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

〔

年
３
月
末
〕

２１
酸
給
水
戸
数

８
１
８
３
戸

酸
給
水
人
口

２
２
６
６
６
人

酸
普
及
率

９
６
・
９
％

酸
一
日
平
均
給
水
量６

２
４
４
逢
／
日

酸
一
人
あ
た
り
の
給
水
量

２
７
５
渥
／
日
／
人

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
９
４

５７

浄
水
場
へ
見
学
に
い
こ
う
！

水
道
週
間
中
、
思
川
浄
水
場
で
は
、

施
設
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間

６
月
１
日
～
７
日

午
前

時
～
午
後
３
時

分

１０

３０

問
思
川
浄
水
場

撒（

）０
０
３
８

５６

上
下
水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

昼
間
留
守
に
な
り
が
ち
な
ご
家
庭

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
７
日

に
指
定
口
座
よ
り
水
道
料
金
が
自
動

的
に
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
み
ず
ほ

銀
行
、
常
陽
銀
行
、
足
利
小
山
信
用

金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
小
山
農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

申
込
方
法

町
上
下
水
道
課
ま
た
は
取
扱
金
融

機
関
に
届
出
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
４
６

５７

お知らせ

（13）

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）４
１
５
７

５７

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
６
５

５７

下水道工事
工期：9月下旬まで

道路拡幅工事
工期：8月上旬まで

道路拡幅工事
工期：9月下旬まで

下水道工事
工期：8月上旬まで

人

権

標

語

泣
い
て
た
ら

私
は
言
え
る
よ

大
丈
夫
？

野
木
中
学
校

笹
崎

ち
ひ
ろ

さ

さ

ざ

き

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

20



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館 ℡(57)9155 あかつか児童センター ℡(54)1440 （14）

恭新橋児童館

算地図をつくろうプロジェクト

新橋児童館の周りの情報を募集し

ます。たとえば・・自転車なら通れる

便利な抜け道がある。○○屋の△△

は、超おいしい。◆◆公園で遊ぶ人募

集中鎧・・・など。

児童館利用の際、大きな地図に書

き込みしてください。

日 時 ６月６日（土）

午前８時３０分～午後４時

算ママの時間

ビーズアクセサリーを作りましょ

う。たまには、子どものこと忘れて集

中外子どもたちには、別のことをし

て遊んでいてもらいます。

日 時 ６月８日（月）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 ３００円

申 込 参加費を添え児童館へ

（電話不可）

算こどもたちの栄養教室

好きな飲み物（５００悪のペットボト

ル）１本、好きなおかし（１００円程度）

１つを、持ってきてください。

大好きなおやつの・・・を調べよう。

日 時 ６月１３日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 児童・保護者

参加無料・申込不要

算楽しいクッキング

パフェをつくるよ外

日 時 ６月２０日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童・保護者

参加費 １００円

申 込 参加費を添え児童館へ

（電話不可）

恭あかつか児童センター

算ままのつまみぐい

お母さん方にお子さんへ「手作り

おやつ」を紹介するものです。

手作りは面倒！でも、簡単におい

しくできるおやつがたくさんあるん

ですよ外試食してみませんか？

日 時 ６月５日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児・保護者 ２０名

参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

※定員なり次第終了

算楽しいクッキング教室

リクエスト外第３弾鎧「チャーハ

ン」どんな味？どんな具？

日 時 ６月１３日（土）

午前１０時～正午

対 象 ３歳以上 ３０名

参加料 １人１００円

申 込 参加料を添え児童センターへ

（電話不可）

※定員になり次第終了

算マジックショー

新企画外マジックショーマジシャ

ン“りんさん”が登場鎧あなたも不

思議な世界へ行ってみませんか骸

日 時 ６月１５日（月）下校後

対 象 ３歳以上 ３０名

参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

※早めの申込を

算シアターランド

新企画№２外毎回テーマを決めて

お話・ダンス・音楽を楽しみます鎧

第１回目は・・みんなが大好き「ア

ンパンマン」みんなもアンパンマン

になってみませんか？

日 時 ６月１６日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者 ３０名

参加無料・申込不要

算ゆまちゃんのリトミック外

音楽に合わせて、体を動かしまし

ょう鎧思いっきり動きましょう外

日 時 ６月３０日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

申込不要



暖冬とはいえ寒風吹き抜ける２月に、野木駅に降り立った二人の青年

がいました。インドネシアと日本の経済連携協定に基づき昨年８月に来

日し、半年間の日本語研修を受けたインドネシア人看護師候補生１０４人の

うちのお二人です。受け入れ先であるリハビリテーション専門の花の舎

（いえ）病院を訪ねてお話を伺いました。

緊張して迎えてくださったのは、２７歳のダセップ・サエプル・アンワル

さんと２５歳のジャフィサル・ビンジョリさんです。スタッフや患者さんた

ちからは「ダセップさん」「ビンさん」と親しみを込めて呼ばれていること

を教えてくださったのは、お二人の指導係でもある船田看護部長さん。

「日本の小学校１年生くらいの会話力ですので、ゆっくりと質問してくだ

さいね」とのアドバイスを受けました。私は野木町の印象や困っているこ

となどを尋ねてみました。ダセップさんはサウジアラビアで、ビンさんは

オーストラリアでそれぞれ看護師経験をお持ちとのことでした。日本に

は脳疾患患者の身体機能回復についての訓練や看護を学びにきたそうで

す。野木町の印象については、「とにかく寒い！生まれて初めて見る雪に

は驚きました」とのことでした。そして日常では、「町中にあふれる漢字に

は困っています」とも話してくれました。漢字の読解は、３年以内に看護

師の国家資格を取得しなければ日本で働くことができなくなる看護師候

補生のお二人にとって一番の難関なことであると思われます。常に電子

辞書を持ち歩き、分からない言葉はすぐに調べ、帰宅してから復習してみ

るそうです。「日本語はとてもむずかしい」と顔を曇らせていました。

勤務の様子も見学させていただきました。患者さんの肩に手を置き、

「おはようございます。昨夜はよく眠れましたか？」と、やさしく声をかけ

るお二人は、先ほどまでの硬い表情ではありませんでした。患者さんたち

の笑顔もとても自然に感じられました。

「真面目で信仰心の厚い彼らには、私

たちスタッフも刺激を受けることが多

いですね。平均寿命の短いインドネシア

の人たちの医療向上を目指して、この病

院に来てくれたこと。それだけでも涙が

出るほどいとおしく感じてしまいます」

。そう話す看護部長は、まるでお姉さん

のような眼差しでお二人を見守ってい

ました。私たち野木の町民が何か協力できることはとの問いかけにも「生

活習慣の違いや言葉の壁で、彼らが家の中に閉じこもってしまうことが

ないように関心を持って温かく接していただきたいと願っています」と

熱く話してくれました。

気候も暖かくなってきてお二人の活動範囲も徐々に広がって、休日に

は町を散策したり、大好きなサッカーを楽しむゆとりができてきた頃で

しょうか。南の国から高い志を持ってやって来たお二人にとって、野木町

が温かい第二の故郷となるよう、そして看護師国家試験合格の夢が叶う

ことを祈っています。

（15）（15）（15）

南
の
島
か
ら
高
い
志
を
持
っ
て
や
っ
て
来
た
二
人

広報連絡委員

三木 和代

広報連絡委員

REPORT
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（16）

古
河
市

算
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
が
ス
タ
ー
ト
外

次
の
店
舗
で
７
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
削
減
と

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
不
要
な
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ム
古
河
店
・
総
和
店
、
エ
コ
ス
三
和
Ｓ
Ｃ
店
、

カ
ス
ミ
古
河
店
・
三
和
店
、
マ
ス
ダ
三
和
店

問
環
境
政
策
課

撒（

）１
５
１
１

７６

北
川
辺
町

算
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

野
木
町
・
古
河
市
の
皆
様
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

初
回
貸
出
時
に
は
氏
名
や
住
所
な
ど
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

※
金
・
土
は
午
後
７
時
ま
で

※
月
曜
・
月
末
休
館

問
図
書
館
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
内
）

撒（

）４
４
０
０

６２

http://w
w
w
.library.kitakaw

abe.saitam
a.jp

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

貸
出
期
間

貸
出
数

日
間

１５

５
冊
以
内

図

書

５
組
以
内

紙
芝
居

８
日
間

３
誌
以
内

雑

誌

２
点
以
内

視
聴
覚
資
料
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毅
毅

毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

歌うのだ～いすき！！

「うた」には不思議な力があります。昔、

聴いたことのあるメロディーや、歌った

ことのある曲を耳にするだけで、その時

に感じたことや状況を一気に思い出させ

てくれます。特に、子どもの頃によく口

ずさんだことのある「うた」は、大人に

なっても覚えているものです。

保育所では、朝から夕方までの時間、

子どもたちの明るく元気な歌声が響き渡

っています。子どもたちは毎月、季節に

あった「うた」や自分たちが好きな「う

た」をピアノ伴奏にあわせて歌います。

まずは、みんなで歌詞を覚えながら楽し

く歌い、覚えてくるとメロディーにあわ

せて体を揺らしたり動かしたりして、「う

た」の世界を広げていきます。「うた」の

世界に入り込んで歌っているときの子ど

もたちは、目がキラキラと輝き、いきい

きしています。このようにして覚えた

「うた」は、決まった時間や場所を選ば

ずに、例えば、遊んでいる最中や散歩の

途中など、日常で自分が見たものをきっ

かけに自然と「うた」を口ずさむように

なります。

「うた」は豊かな感情を育て、一生心に

残る宝物です。ぜひ、子どもと一緒にな

って歌うことを楽しんでみてください。

場所や時間をわざわざつくる必要はあり

ません。子どもと一緒にはいるお風呂の

時間や、家事をしている最中などちょっ

とした時でもいいですね。「うた」がもつ

楽しさや美しいことばの響きが、大好き

なお父さんやお母さんの声にのって子ど

もの心へと刻まれていくはずです。

丸林保育所保育士 村越 裕美

特定健診・特定保健指導で

メタボリックシンドロームを防ぐ！

医療制度改革のひとつとして、２０年度

から４０歳から７４歳の方に対しメタボリッ

クシンドロームに着目した健診・保健指

導を実施しています。

メタボリックシンドロームは、内臓脂

肪の蓄積により引き起こされます。不規

則な生活習慣（食べ過ぎ、運動不足）を

続けた結果、たまってしまった内臓脂肪

は、体にさまざまな悪さをすることが分

かってきました。内臓脂肪の蓄積を放っ

ておくと、高血圧、脂質異常、高血糖を

まねき、血管にダメージを与えます。ダ

メージを受け続けた血管は、破れやすく

なったり、詰まりやすくなったりするの

で、ついには突然死や後遺症等生活が大

きく変わってしまうような病気（心筋梗

塞・狭心症・脳梗塞・脳出血・糖尿病合

併症）を発症します。

これらの病気の発症を防ぐためには、

メタボリックシンドロームと言われる状

態のうちに生活習慣を改善し、必要性の

ある場合には、適切な治療をすることが

大切なのです。

特定健診はメタボリックシンドローム

の状態かどうかを確認できる健診項目と

なっています。特定健診の結果により、

生活習慣改善に向けての保健指導を受け

ることができます。特定健診の受け方は、

医療保険者によって異なります。ご希望

の方は各医療保険者に問い合わせくださ

い。

町健康福祉課 健康増進係



マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
外

あ
な
た
が
主
役
で
す

４
月
６
日
か
ら

日
ま
で
の

日

１５

１０

間
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
を
運
動
の
基
本
目
標
と
す
る

ほ
か
、

①
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

②
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
重
点
目
標
と
し
て
春
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
交
通
安
全
監
視
所

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
）
に
お
い

て
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
ま
た
、
県

下
統
一
行
動
の
日
の
４
月
６
日
・
８

日
・

日
に
は
、
小
山
警
察
署
、
小

１０

山
地
区
交
通
安
全
協
会
野
木
支
部
及

び
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
街
頭
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

投
稿
俳
句
・
短
歌

潤
島
句
会

母
の
日
の

花
か
ご
作
る

子
供
の
手

今
西

暁
子

涼
風
や

水
張
る
田
の
面

雲
の
影

金
市

春
子

雨
も
よ
う

花
を
期
待
の

種
を
ま
く

馬
場

茂

春
の
水

空
を
映
し
て

野
焼
き
あ
と

石
塚

信
一

春
風
に

躑
躅
一
輪

浮
か
れ
咲
く

つ
つ
じ

松
永

廣
吉

四
肢
張
っ
て

窓
に
張
り
つ
く

雨
蛙

小
島

文
子

健
や
か
に

余
生
を
託
し

バ
ラ
飾
る

秋
元

映
子

老
人
が

杖
を
頼
り
の

散
歩
道

根
日
屋

國
男

白
日
傘

薬
師
寺
展
へ

蛇
行
せ
り

伊
藤

文

つ
ま
ら
な
い

こ
だ
わ
り
捨
て
て

愛
犬
と

菜
花
咲
く
道

早
春
の
風

橋
本

澄
子

山
路
行
く

緑
の
風
の

心
地
良
さ

す
み
れ
愛
お
し

し
ば
し
た
た
ず
む

い
と

小
口

慶
子

春
日
和

な
つ
か
し
唱
歌

高
ら
か
に

夫
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

病
の
く
す
り

関
口

嘉
子

伴
走
の

孫
等
に
残
す

記
録
な
り

荒
川
土
手
の

父
の
挑
戦

柏
原

健
太
郎

散
歩
道

畦
に
タ
ン
ポ
ポ

咲
き
乱
れ
る

し
ば
し
見
と
れ
て

明
日
又
ネ
と

結
城

利
治

い
き
ま
す
。
早
速
、
旧
役
場
跡
地
の

菜
の
花
畑
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
９
日
に
は
野
渡
の
満

福
寺
に
お
い
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ（
町
の
名
木
６５

選
）の
下
で
花
見
会
を
催
し
、
会
員

相
互
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
花
咲
か
せ
隊
員（
４
月

現
２０

在
で

名
）の
募
集
は
随
時
行
っ
て

６２

い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
町
花
咲
か
せ
隊

（
町
生
活
環
境
課
内
）撒（

）４
１
３
２

５７

な
お
、

日
に
は
「
交
通
事
故
死

１０

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と
し
て
、
野
木

神
社
前
で
古
河
警
察
署
と
の
合
同
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
町
長
を
は

じ
め
栃
木
県
警
本
部
長
ほ
か
多
数
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

花
咲
か
せ
隊
が
発
足
外

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
町
民
の
皆
様
が
花
を
通
じ
て

出
会
い
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
地
域

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
「
野
木
町
花

咲
か
せ
隊
」
が
３
月

日
に
発
足
し

３０

ま
し
た
。
隊
長
は
藤
間
猛
夫
さ
ん

（
松
原
１
）、副
隊
長
は
山
中
キ
ヨ
子

さ
ん（
松
原
１
）、真
瀬
悦
子
さ
ん（
丸

林
東
下
４
）と
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
、
公
共
地
へ

の
花
植
え
付
け
及
び
管
理
等
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
研
究
や
実
習
等
を
行
っ
て

Topics～町の話題・投稿～

（18）



Hiro column No.2Hiro column No.2

コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

（19）

残していきたい「野渡のささら」

野渡の鎮守、熊野神社の祭礼で披露さ

れる｢ささら獅子舞｣の練習を見学する機

会がありました。小学生が大人の笛に合

わせて、汗だくで習っていました。｢もっ

と足を上げて｣｢元気よく｣と声をかけられ

ながら、頑張っていました。その熱心な

姿に感動し、本番にも足を運んでみまし

た。少女の｢金棒引き｣、少年の｢棒つかい

｣・「獅子舞」などに感動しました。地域の

皆さんの熱意により支えられ、伝承され

ている姿を目の当たりにすることができ

たのです。

目に見えないものも、見えるものも、次

世代に引き継いでいくには、大変な努力

が必要であると思いますが、皆さんの並

々ならぬ熱意には頭が下がる思いでした。

｢笛の音が聞こえてくると、もうじっとし

ていられない｣と話す方からは、身体の芯

まで｢ささら｣がしみこんでいるようだと

感じられました。町の誇りとして残して

いきたいものですね。これも、｢小さくと

もキラリと光る町｣にふさわしい、キラリ

項目だと思いました。

投
稿

明
日
の
イ
チ
ロ
ー
を
夢
見
て

町
の
野
球
連
盟
に
は
学
童
４
チ
ー

ム
、
一
般
社
会
人

チ
ー
ム
が
登
録

１７

さ
れ
、
年
間
を
通
し
て
、
W
B
C
に

負
け
ず
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
今
春
の
学
童
野
球
開
幕

戦
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
子
ど
も
達
が
勝
利
を
願
い
、
天

高
く
風
船
を
飛
ば
す
様
子
で
す
。

各
チ
ー
ム
の
熱
心
な
指
導
者
や
ご

父
兄
の
応
援
の
も
と
、
明
日
の
イ
チ

ロ
ー
を
夢
見
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

春
の
叙
勲
・
褒
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
双
光
章
～
地
方
教
育
行
政

藍
綬
褒
章
～
厚
生
保
護

町内の交通事故

10件数
４
月
累
計

0死者

12傷者

34
(-10)

件数
（増減）年

累
計
（
前
年
比
）

21

0
(-1)

死者
（増減）

49
(-4)

傷者
（増減）

町内の救急出場

61
出場
件数４

月
累
計 55

搬送
人員

61
(-3)

出場
件数

（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

55
(0)

搬送
人員

（増減）

町内の犯罪発生件数

4空き巣
４
月
累
計

2自動車盗

6車上ねらい

3自転車盗

7
(1)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２１

5
(1)

自動車盗
（増減）

6
(-3)

車上ねらい
（増減）

9
(0)

自転車盗
（増減）

今月の納期

町 県 民 税 第１期

５月１日現在

人口男12,680人
女12,932人
計25,612人

世帯数 8,988

町の人口

茅
学
童
野
球
チ
ー
ム
は
選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丸
林
ベ
ア
ー
ズ

寺
田
撒（

）４
５
６
９

５７

野
木
イ
ー
グ
ル
ス

木
本
撒（

）１
２
４
８

５５

松
原
タ
イ
ガ
ー
ス

福
島
撒（

）０
７
８
７

５７

潤
島
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

須
田
撒（

）１
９
５
８

５６

元野木町教育委員長

新井敏夫氏
（７４歳）（潤島２）

小山地区保護司会
副会長・野木支部長
伏木喜市氏

（７６歳）（中根）

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行

胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

町ホームページトップページの

「ご意見箱」をクリックしてください。
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問記記記訪

んん
お達者さ

ん

ギャラリー

五十嵐 ふみ子さん
FumikoIgarashi

(丸林東下５）ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたぼたんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

墨 絵

片片片片片片片片片片
柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳
片
柳

か
た
や
な
ぎ

仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁
三三三三三三三三三三
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎

仁
三
郎
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
さ
ん
（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（

歳
）

に

さ

ぶ

ろ

う

８８８８８８８８８８５５５５５５５５５５８５
（（（（（（（（（（
野野野野野野野野野野
木木木木木木木木木木
６６６６６６６６６６

（
野
木
６
）））））））））））

徴兵検査の際に虫歯を発見されて２、３本抜かれたエピ

ソードをもつ仁三郎さん。お酒もタバコもやらないという歯

にとっては絶好の環境設定で、現在も自分の歯を２０本維持し

ている。「大した手入れもしてないよ」と、ご謙遜。「元気でいら

れるのも歯が丈夫だからかな？」と健康の秘訣を披露。小さ

い時に、おじいさんが近くの川で捕ってきた魚をたくさん食

べていたのも歯にとっては好結果をもたらしたようだ。

「趣味なんかないよ。しいて言えば家業の農作業。土いじり

しているのが一番楽しいな！」と笑顔。終戦後、愛妻と結婚。

４人のお子さんに恵まれ、お孫さんも８人。「元気で農業を続

けたい」と抱負も語る。
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墨絵に心が動いたのは、十数年前の

ことでした。しかし、自己流で描ける

ものではありませんでした。通信講座

などにもチャレンジしましたが、ダメ

でした。そんな時、今野先生の主宰す

る墨泉会に入会することができました。

少しずつ絵になっていくことの楽しみ

を知り現在に至っております。いつの

日か私の思うような絵が描けるのを夢

見て続けていきたいと思います。

と ておきの 枚とっておきの一枚とっておきの一枚
写団野木

「
菖
蒲
」

し
ょ
う
ぶ

坂
本

光
弘
さ
ん

さ
か
も
と

み
つ
ひ
ろ

古
河
総
合
公
園
の
水
辺
に
咲
い
て
い
た
中
の
一
輪
で
す
。

花
は
遠
く
か
ら
見
る
と
綺
麗
で
す
が
、
近
く
に
寄
り
良
く
見

て
み
る
と
、
形
の
良
い
も
の
は
少
な
い
も
の
で
す
。
探
す
の

に
苦
労
し
な
が
ら
選
ん
だ
一
輪
で
す
。

自
慢
の
竹
の
子
を
手
に
笑
顔
で
↑




